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この度,日本矯正歯科学会学術奨励
賞を拝受致しました(201′1年10月)｡
本稿では,受賞対象の論文の内容を紹
介させて頂きます｡
矯正歯科治療による歯の移動の痛み
は,患者が感じる苦痛因子の1つで
あります｡歯の移動により生じる疹痛
は,その大部分が局所的であり,局所
的な処置により除痛を行うのが最も効果的であり,近年,除
痛法としてレーザー照射が注目されています｡今回受賞した
研究では,実験的歯の移動時におけるCO2レーザーの疹痛
軽減効果を,三叉神経脊髄路核尾側亜核におけるFos陽性
ニューロンの発現を組織学的に検索し,定量的に評価するこ
とを目的としました｡
実験動物として生後7週齢Wjstar系雄性ラットを用い,
無作為に対照群(全身麻酔のみ行う群),開口器のみを装着す
る群,歯の移動Waldo法)のみ行う群,レーザー照射のみ行
う群,歯の移動およびレーザー照射を行う群に分けました｡
処置を行った2時間後,すべての群のラットに対して,逮
流固定を行い,大脳から延髄まで採取し,三叉神経脊髄路核
尾側亜核部の連続切片を作成し, C一向S抗体に浸し, FAP法
にて免疫染色を行いました｡また,歯周組織切片において,
protein gene product (PGP) 9,5およびcaicitonin gene-re一ated
peptide (CGRP)の発現を比較し,歯の移動や002レーザー
照射が末梢神経に及ぼす影響を評価しました｡さらに, 002
レーザー照射時の粘膜下の温度変化を測定しました｡
その結果,ラットの歯の移動開始2時間後の三叉神経脊
髄路核尾側亜核のFos陽性ニューロンの発現は有意に多かっ
たですが, CO2レーザーの照射によりその発現は有意に減少
しました｡また,歯髄や歯根膜におけるPGP9.5やCGRP
の発現は,すべての群において同程度でありました｡さらに,
CO2レーザー照射による粘膜下の温度変化は40cc未満であ
りました｡このことから, CO2レーザー照射は,歯の移動に
よる即発性の痛みを軽減することが示されました｡また,
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CO2レーザー照射による組織傷害,神経障害などの為害作用
はないと考えられました｡したがって,CO2レーザー照射は,
歯の移動時の疫病緩和に対して安全でかつ有効な手段である
可能性が示唆されました｡
今後は, CO2レーザー照射による疹痛軽減のメカニズム,
歯の移動量や歯周組織に及ぼす影響などを詳細に検討してい
く予定です｡
本研究の遂行にあたり,ご指導,ご協力頂いた諸先生方に
御礼申し上げます｡
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